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お
よ
そ
5
0
0
0
年
前
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
た
堂ど

う

山や
ま

遺
跡（
吉
田
）で
は
、
縄
文
時
代
の
打だ

製せ
い

石せ
き

斧ふ

（
写
真
）が

出
土
し
ま
し
た
。
斧お

の

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
研

究
で
は
、
刃
先
の
傷
か
ら
、
柄
の
先
に
付
け
て
地
面
に
穴

を
掘
る
道
具
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
石
器
と
石
こ
ろ
の
見
分
け
方
は
？
」
と
、
発
掘
調
査

を
見
学
し
た
方
か
ら
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
打
製

石
斧
は
、
形
を
整
え
る
時
に
余
計
な
部
分
を
た
た
い
て
剥

ぎ
取
る
た
め
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
痕
跡
が
表
面
に
残
り
、
な

で
て
み
る
と
幾
条
も
の
稜
線
と
稜
線
に
囲
ま
れ
た
平
ら
な

割
れ
面
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
先
端
が
鋭

い
刃
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
一
方
、

川
原
の
石
は
、
角
の
と
れ
た
丸
い
形
を
し
て
い
ま
す
。

　

雨
が
降
っ
た
翌
日
、
土
器
の
か
け
ら
や
石
器
な
ど
が
畑

の
土
か
ら
顔
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
表
面
が

洗
わ
れ
た
石
器
は
、
太
陽
の
光
を
反
射
し
て
キ
ラ
キ
ラ
と

目
を
引
き
ま
す
。
昔
の

人
々
は
、
こ
れ
を
不
思

議
に
思
い
「
雷
さ
ま
の

落
と
し
物
」
と
考
え
、

畏
敬
の
念
を
持
っ
て
接

し
て
き
ま
し
た
。

　

手
の
ひ
ら
に
乗
る
小

さ
な
石
器
は
、
数
千
年

を
旅
し
て
き
た
、
時
間

旅
行
の
パ
ス
ポ
ー
ト
な

の
で
す
。

編
集
後
記

	

ど
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ぐ
り
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梅
雨
の
合
間
の
時
間
旅
行 

～
ひ
と
つ
の
石
器
か
ら
～

晴
天
に
恵
ま
れ
た
5
月
20
日

の
川
越
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

多
く
の
参
加
者
が
小
江
丼
の
食
べ

比
べ
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
準
備
段
階
か
ら
支
え
て

く
れ
た
の
は
、
尚
美
学
園
大
学
、

東
京
国
際
大
学
の
学
生
や
鳶
組
合

の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く

さ
ん
の
力
添
え
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　原産地は、
南アメリカ・
アンデス山脈
の高地で、日

本へは江戸時代にオ
ランダ人を通じて伝
えられました。当時、
オランダ人が拠点と
したジャガタラ（現
在のインドネシアの
ジャカルタ）から伝
わってきたというの

が名前の由来ともいわれています。
　ジャガイモの収穫は、春と秋の2回。一般的に

春（関東では6～7月）に収穫されたジャガイモを
「新じゃが」と呼びます。「新じゃがは皮が薄く
みずみずしいので、ゆでれば
つるりと皮がむけます。その
まま塩や、しょうゆとマヨネ
ーズなどをつけて食べるとお
いしいですよ」と話すのは生産者の長

なが

澤
さわ

一
かず

雄
お

さん
（64歳・鴨田）。「男爵」はコロッケ、「メークイン」
は煮崩れしにくいので煮物向け、と教えてくれま
した。最近では、ホクホクした粉質の「キタアカリ」
や栗に似た風味の「インカのめざめ」など比較的
新しい品種も人気。サツマイモで有名な川越は、
実は県内でも有数のジャガイモの産地です。川越
産の旬のジャガイモを味わってみませんか。

新じゃが3

農政課L224－5939

収穫は開花から1か月半程。「今
年は6月中旬頃かな」と長澤さん
収穫は開花から1か月半程。「今
年は6月中旬頃かな」と長澤さん

「おっと、危ない」でも、
しっかり支えてくれます。

綱打ち体験では、鳶組合の皆さんたちと一緒に
山車の引き綱を作りました。
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